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熱帝東風 ジェッ トの分布とその経年変化,ならびに

それ ら とアフ リカにお け る降 水現 象 との的係

石 渡 一千 珠

結 論

1. TEJ (熱帯東風ジェット)は毎年規則正 しく6-9月間発達する.出現位置 ･高度 にも年

に上る差はなV,.

2, ジ ェ-/トはアジアから束77 1)カにかけて 10-15ONVC中心軸をもつmain-jetと,7

7 7)カ大陸 中央部で切れ.西 アフ リカの50Nに発達するsub-jet とに分かれ る｡

3. 200mb面合成風分布図vc上ると. 2本のジlアトは, 1本であったものが切れたのでは

なく,別個に発生 ･発達 ･消滅 している. 1-3月頃,南半球上vcみられる東風 と,それぞれのT

EJとの関係は不明である｡

4. TEJは.中心 よりやや後方部がステデ ィネスが大 きい.

5. TEJの風速は年に 上る差がある./61,′64,′67,′70年 と3年 日毎VC強風 となってVl

る｡

6. 77 1)カ東部では.強 TEJ年にはっきり多雨 となってVlるO アフ リカ西部にVj:その傾向は

見られない>0

7. TEJの位置の南北偏位 と雨域の移動 とに明瞭 な一致は見 られ なV'0

8, TEJの出現 ･消滅に よる777)カの雨量分布変化は,直接 TEJの影響を受けた結果 とし

て解釈で きない0

9.同様に.強TEJ年-多雨 という関係を.物理的に裏づけ ることはで きなかった.

10. 西 77 1)カの降雨とTEJとの関係は一応ステデ ィネスから決 めた ITOZを仲立 ちと忙

しモデル化 したO降雨は IT(コZに支配されているが,ITCZがTEJに直接支配されているか

せでは言及で きない.

残され た問題 は数多 くあるが,代表的なもの として,次の 5点 をぎげることがで きる｡

1. TEJと1-3月頃南半球vc出現する東風 との関係はあるのか｡
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2･西77 1)カVC発達す るsub-jetの熱源は何か｡ TEJはチベ ットを熱源としてt̂ ると言

われ るが.例えば kOTESWARAM(1958).R且ITER(1961)0

3..弱いながらも,一応あると認めたTEJの強弱の周期は真に意味あるものか.何故TEJの

中心部であるインドではその周期が認められ夜V'のか｡

4. 西アフ リカの 700-500mb付近に発達する下層の東風vj:, IT(〕Zへ どのような影響

を及ぼ してい るのか0

5. 東アフ リカの降雨とTEJとの関係 を解明す る手がか Dを撞みたい.子午線方向の循頚 から

の説明以上の もの を得 るためVC.

V,ずれも気候要素の月平均値だけか らでは解明で 重なVl.例えば,毎 日のデー タから総観気候学

的なアプローチす る等が必賓VCなると思 うo

(注 ) 石渡 さんの要 旨は修士論文宴旨をそのまま転載 したものです. (編集委員会 )

下総台地 南束部におけ る

やつだの地形 と谷底土壌 との囲係について

本 沢 み ど り

1 はじめに

下総台地 を侵食す る谷は,大部分が水田 として利用され.やつだ (谷津田 )とも呼ばれてV,るO

こうした沖横地の土壌は一般VC,充分な生成期間を経 た成熟土壌 ではなく,母材の性質が. エ9直

接的vcあらわれているもの と思われ る.

この下総台地は第三系の砂岩,泥岩.成田層群の砂,お よびこれをおおう関東 ローム層からなる

比軟的単純均一な地質構造をもら,谷系の全部がこの地域内vcあって,地質構造の異 なる他地域か

らの物質流入がないので,谷底の土壌母材仇 台地構成層の二次堆積物のみVC由来す る.

この地域において.谷底土壌 が,母材の起源や侵食谷の地形 とどの上うな関係 vcあるかを.台地

☆昭和 46年度修士論文の一部を加筆修正 した0

-75-


